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［論文］

アントン・チェーホフ⽝サハリン島⽞における日本の存在＊＊

大谷梨乃
（北海道大学大学院文学院）

要旨
本稿は、アントン・チェーホフ⽝サハリン島⽞（1895）において、日本や日本人がどのよう

な存在として記述されているのかを明らかにするものである。⽝サハリン島⽞は、サハリンを
舞台にした後の文学作品に大きな影響を与えた。それは主に、監獄や流刑の島というイメー
ジにおいてであるが、後の文学作品において、サハリンにおける日本という要素がどのくら
い継承されたのか、もしくは変化していったのかを読み解くためには、⽝サハリン島⽞に描か
れる日本について分析を行う必要がある。特に日本領樺太の時代を描いた作品では、日本人
が頻出するため、ロシア・ソ連の文学作品において彼らがどのようにイメージされ、どのよ
うに表象されているのかを探る手掛かりとなるだろう。さらに、日本人（和人）とアイヌの
関係性にも着目することで、ロシアの作家が日本の帝国主義や植民地支配をどのように捉え
ていたかも明らかにする。⽝サハリン島⽞においてチェーホフは、サハリンの領有をめぐって
は日本人の態度に疑問を抱いているが、実際にかかわった日本人について描写する際には、
良い印象や友好的な出来事を強調している。また、日本人（和人）がアイヌを支配してきた
様子のみならず、ロシアもサハリンにおいてアイヌやギリヤークなどの先住民を⽛ロシア化⽜
しようとしたことや、ロシア領になった後もアイヌが日本の支配から⽛解放⽜されなかった
ことも記述している。これらの日本人（和人）やアイヌ、彼らの関係性について、チェーホ
フはあらかじめ情報を得てイメージを持ったうえで島に赴き、実際の出来事の回想と組み合
わせて⽝サハリン島⽞を執筆しており、その記述やイメージは後の文学作品にも影響を与え
たが、一方で日本の支配に対してロシアによる⽛解放⽜が強調されるなどの変化もあった。

はじめに
ロシア文学におけるサハリン文学史上、アントン・チェーホフ（1860-1904）の⽝サハリン島⽞（1895）
は最も著名な作品といっても過言ではないだろう。チェーホフがサハリンに向かったのは 1890 年
のことである。チェーホフのサハリン行きの理由についてはさまざまな分析があるが、少なくとも
表向きは流刑地サハリンの実態調査であり、実際に⽝サハリン島⽞には、サハリンにおける監獄や
徒刑、囚人または住民の実態が記述されている。越野剛は、ドロシェーヴィチの⽝サハリン（苦役
の地）⽞とともに、チェーホフの⽝サハリン島⽞の影響で、流刑の島というサハリンの否定的なイメー
ジが普及したとしている1）。また、天野尚樹も⽛サハリンの存在をロシア社会に知らしめ、イメージ

＊＊ 本研究は、JST次世代研究者挑戦的プログラム（EXEX博士人材フェローシップ）の支援を受けたもの
である。
1）越野剛⽛二〇世紀ロシア文学におけるサハリン島⽜（原暉之編⽝日露戦争とサハリン島⽞所収）、北海道



を抱かせる機能を果たした言説のうち、もっとも影響力の大きかったのはチェーホフの⽝サハリン
島⽞⽜2）だとしている。サハリン行きの目的が流刑地の調査であったことから、チェーホフがサハリ
ンに赴いたときには、すでにサハリンは監獄・流刑の島として一定のロシア人に認識されていたと
考えられるが、⽝サハリン島⽞の詳細な記録はその認識を強め、サハリンに監獄・流刑の島であると
いうイメージをさらに植えつけたのである3）。⽝サハリン島⽞は著者や作品自体が広く知られている
のはもとより、サハリンを舞台にした後のロシア文学作品、さらには日本文学作品でも引用された
り土台にされたりし、そのなかでサハリンのイメージが受け継がれた。ゴルニツカヤらによれば、
⽛島を描いた作品のテクストでは島のイメージが共通の意味合いをもち、多くの模倣を生み出した
ため、島のジャンルすなわち島の時空間を強化することとなった⽜4）。これをふまえると、サハリン
島のイメージの大部分を構成してきた監獄・流刑のみならず、他の要素も後の作品に継承されていっ
たと推測される。
本稿では、⽝サハリン島⽞において日本や日本人がどのように描かれているかを論じる。先に述べ
たように、⽝サハリン島⽞の中心をなすのは監獄・流刑に関する記述であり、日本というテーマはむ
しろ副次的な扱いである。しかしながらチェーホフの⽝サハリン島⽞以後、すなわち 20 世紀に入っ
てから、作品と同時代もしくは過去のサハリンを舞台にした文学作品が増え、とりわけ日本領樺太
時代（1905-1945）やその後を題材にした作品では、日本人や彼らの生活・慣習などが描かれている。
よって本稿は、サハリン文学に最も影響を与えたとされる⽝サハリン島⽞に現れる日本について整
理し分析することで、後の作品にどれくらいの影響があったのか、どのような変化が生じたのかを
比較検討しやすくすることを目的としている。無論、⽝サハリン島⽞に現れる日本というテーマにつ
いては、これまでもいくつかの研究が行われてきた。例えば望月恒子は、チェーホフがサハリンで
日本人の領事や書記官に接見したことを中心に、島でのチェーホフと日本人とのかかわりについて
指摘している5）。また、中本信幸は、著書⽝チェーホフのなかの日本⽞（1981）において、⽛チェーホ
フのなかの日本という未開拓の問題にたいする試論⽜6）として、チェーホフが日本をどのように知
り、サハリン調査の過程で日本（人）と接した結果、それらをどのように描き出したかについて論
じている。これらの論考も参照しつつ、従来の論考では記述があるということのみ言及されるにと
どまっていた、南サハリンにおける日本人（和人）とアイヌの関係性というテーマについても検討
する。日本政府や日本人（和人）がどのようにアイヌとかかわってきたか、それがロシア人作家に
よってどのように記述されているかを探りながら、サハリンという地における帝国主義や植民地主
義についての作家の理解を提示する。
チュヂノヴァによれば、⽛チェーホフは旅の前から、手元にある資料を用いて、個人的な観察や結
論を必要としない将来の作品の一部を執筆していた。彼は、まるでこの本がフィクションとジャー

大学出版会、2011 年、129 頁。
2）天野尚樹⽛サハリン流刑植民地のイメージと実態─偏見と適応─⽜⽝境界研究⽞⚑巻、2010 年、116 頁。
3）大谷梨乃⽛エドゥアルド・ヴェルキン⽝サハリン島⽞におけるサハリンの表象⽜⽝研究論集⽞23 号、2024
年、191 頁。
4）Горницкая Л.И, Ларионова М.Ч. Место, которого нет… Острова в русской литературе. Ростов-на-Дону.
Издательство ЮНЦ РАН, 2013. С.67.
5）望月恒子⽛チェーホフと旅へ─十九世紀末のサハリン⽜（北村清彦編著⽝北方を旅する─人文学で
めぐる九日間⽞所収）北海道大学出版会、2010 年、20-27 頁。
6）中本信幸⽝チェーホフのなかの日本⽞大和書房、1981 年、10 頁。
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ナリズムの融合体となることを予期していたかのように、科学的、統計的、そして記録的な部分を
予備的に書き上げていた⽜7）という。よって、⽝サハリン島⽞に描かれる日本人やアイヌ、また彼らの
関係性については、実際に自身で確かめたものである一方で、西洋知識人の著作の影響も見られる。
むしろ、そういった著作などによってチェーホフのなかにあらかじめ形成されていたイメージに
則って、実際に出会った人々が描写されている可能性もある。本稿では、1905 年のポーツマス条約
後に日本領樺太として島に日本社会が形成されていく前の、サハリンにおける日本や日本人を、
チェーホフがどのように記録したのかを探り、サハリン文学における日本人表象を解明する一端と
したい。その際、日本人はもとより、先住民らの表象も分析することで、サハリンという植民地に
おける、ロシア人から見た日本人や日本社会の支配を明らかにする。そしてこれらの表象や描写が、
後の文学作品においてどのように変化したかについても提示する。ロシア文学作品に記述される、
日本領樺太以前のサハリンにおける日本の存在を紐解くことで、ロシア・ソ連から見た樺太を明ら
かにする一助となるだろう。

⽝サハリン島⽞に描かれる日本人
1855 年の日露和親条約でサハリン島には国境線を定めないこととし、ロシア人と日本人、さらに
は先住民らが引き続き雑居することとなったが、1875 年の樺太・千島交換条約によって日本はサハ
リンから撤退するかたちとなり、全島がロシア領となった。すなわちチェーホフが来島した 1890
年には島はすべてロシア領であった。よって当然ながら、⽝サハリン島⽞においてはロシアの囚人や
元囚人を中心とした記述が多く、日本人についての記述はそれよりもはるかに少ない。中西昭雄に
よれば、⽛⽝サハリン島⽞で、日本人に触れられていることはきわめて少ない⽜8）のであり、その内容
は梅毒についてである。チェーホフは第 11 章とその注にて、先住民族のギリヤーク（ニヴフ）の人
口が減少した理由のひとつに、中国人や日本人から梅毒をうつされたことをあげており、またアイ
ヌが梅毒を日本病と呼んでいることも第 23 章の注に記している9）。たしかに中西が指摘するとお
り、サハリン島における調査の結果である監獄や流刑囚の実態についての膨大な記述に比べれば、
日本や日本人についての記述は⽛きわめて少ない⽜が、それでも日本とりわけ日本人についての
チェーホフの見解や、実際に接した経験と印象については注目に値する。例えば⽝サハリン島⽞に
は、島の北部から南部に向かう船の同乗者として日本人がいたという記述や、南部では家々の壁に
描かれた日本の絵や日本の銀貨を見たという記述がある。また、第 14 章には⽛日本人⽜という項目
があり、そこで日本人について最も詳しく記述されている。チェーホフによれば日本人は、⽛南サハ
リンの歴史で目ざましい役割を果たしている⽜10）人々である。この章では、サハリンの領有をめぐ
るロシアと日本の関係の概説や、実際にサハリン島においてチェーホフが出会った日本領事館の
人々について書かれている。望月によれば、⽛南サハリンに移動してから、チェーホフの前には、日
本とつながる人やものが次々と姿を見せる⽜11）。ここで望月は、漁業で財をなすスコットランド人デ
ンビーのほか、日本領事たちについて触れ、チェーホフと日本（人）との邂逅を肯定的に解説して

7）Иконникова Е.А. и др. Литература Сахалина и Курильских островов. Южно- Сахалинск. Издательство
СахГУ, 2014. С.55.
8）中西昭雄⽝シベリア文学論序説⽞寒灯舎、2010 年、246 頁。
9）中西⽝シベリア文学論序説⽞247 頁。
10）チェーホフ（原卓也訳）⽝サハリン島⽞中央公論新社、2009 年、234 頁。
11）望月⽛チェーホフと旅へ─十九世紀末のサハリン⽜21 頁。
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いる。これはチェーホフが日本に関心を抱き、来日を望んでいたということにもよるだろう。
一方でチェーホフはサハリンの領有権をめぐっては、日本（人）に対して懐疑的な態度を見せて
いる。前述のとおり、サハリンは国境を定めない雑居地となっていた時期があるが、主に産業や防
衛を目的として南部を中心に日本人が進出していたため、⽝サハリン島⽞に見られる⽛日本人による
南部の領有⽜といった旨の表現は、その時期のことを指すと考えられる。チェーホフによれば、た
しかに 19 世紀初めに移住してきた日本人もいたが、⽛多くの人たちは、南部サハリンが日本に帰属
していることを不審に思っていたし、当の日本人たちも、ロシヤ人がおかしな振舞いで南部サハリ
ンは本当は日本の領地なのだ、と吹きこむまでは、どうやら自信が持てなかったようだ⽜12）。この⽛お
かしな振舞い⽜というのは、⽛レザノフとフヴォストフは、はじめて南サハリンが日本人の所有であ
ることを認めた⽜13）ことを指すと考えられ、チェーホフはこれに対して以下のような所見を述べて
いる。

しかし、日本人はこの新しい領土を占領したわけではなく、測量士の間宮林蔵を派遣して、こ
れがどういう島かを調査させたにすぎない。大体、本来なら要領がよく、敏活で、抜け目のな
いはずの日本人が、このサハリンの全歴史を通じて、何かこう優柔不断な、活気のない態度を
とっているが、これは、ロシヤ人と同様、彼らも自分の権利にあまり自信がなかったという一
事だけで、説明し得るのではあるまいか14）。

このように島の領有権に自信のない日本人は、サハリン南部を⽛領有⽜したあとも、⽛アイヌの間に
ロシヤ人に関する流言蜚語をひろめたり、ロシヤ人を皆殺しにしてやると大見得を切ったりするく
らいが精いっぱいだった⽜15）。すなわちチェーホフは、サハリンの領有をめぐる問題に関しては、ロ
シア人同様、日本人の煮え切らない態度を指摘している。
しかしながら、上記のように日本人がロシア人のことを悪く言ったとしても、全体としてチェー
ホフは日本人に対してかなり好印象を抱いている。日本のサハリン調査とりわけ間宮林蔵の功績に
ついては、チェーホフは注目し称賛しており、⽛最初にサハリンを調査したのは日本人であり、一六
一三年からはじめている⽜16）こと、北京の宣教師たちが日本の地図を参照したこと、さらには間宮林
蔵の名前を数回あげ、⽛サハリンが島であることは、彼が最初に証明した⽜17）ことを記述している。
また、チェーホフによれば、⽛日本人はやはり平和な、親切な人間であることに変りはなかった⽜よ
うで、⽛ロシヤの兵士たちにチョウザメをとどけてよこしたり、こちらで網を借りに行けば、二つ返
事で頼みをきいたりする⽜18）。特に、クスン・コタンにある日本領事館の人々からは、非常に良い印
象を受けたようだ。チェーホフのもとを訪ねてきた日本領事と書記官は、⽛ヨーロッパ風の教育を
受け、洗練されたいんぎんさを身につけている、デリケートな、感じのよい人たち⽜19）であり、ロシ

12）チェーホフ⽝サハリン島⽞235 頁。
13）チェーホフ⽝サハリン島⽞236 頁。
14）チェーホフ⽝サハリン島⽞236 頁。
15）チェーホフ⽝サハリン島⽞238 頁。
16）チェーホフ⽝サハリン島⽞14 頁。
17）チェーホフ⽝サハリン島⽞20 頁。
18）チェーホフ⽝サハリン島⽞238 頁。
19）チェーホフ⽝サハリン島⽞239 頁。
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ア語も流暢であった。そして、⽛日本人の丁寧さはしつこくなく、したがって好感がもてるため、ど
んなに頻繁にそれをしめされても、⽛油は粥をそこなわぬもの⽜という諺そのままに、迷惑なもので
はない⽜20）のである。また、ロシアと日本の間でサハリンの⽛領有⽜をめぐり、先述のとおり日本人
の領有権の否認やロシア人に対する流言など、険悪になった側面もうかがえるが、チェーホフは日
本領事らへのロシア政府からの勲章授与の場面を引き合いにしつつ、⽛土地の当局と日本人の関係
は、当然そうあるべきだろうが、うまくいっている⽜21）としている。これらをふまえると、チェーホ
フが来島した時点において、少なくとも彼の知りうる範囲内では、ロシア人と日本人が友好的な関
係を築いていることがアピールされているといえるだろう。
上述したようなチェーホフの日本人表象には、サハリン島などにおいて実際に自身で確かめたも
のである一方で、かねてからのロシア人による日本人へのイメージの影響も見られる。むしろ、あ
らかじめ形成されていた日本人観に則って、実際に出会った日本人が描写されているというべきで
はないだろうか。⽝サハリン島⽞におけるチェーホフが出会った日本人についての記述をまとめる
と、平和で親切であり、彼らの丁寧さには好感が持てるなど、全体として好印象である一方で、特
にサハリンという土地においてはかつて、日本人はアイヌを支配していたり、とりわけ領土をめぐっ
てロシア人に敵意を抱いていたりした、という情報をチェーホフが得ていたことがうかがえる。オ
ホーツク海沿岸にてロシア人と日本人が相対するようになったのは 17 世紀末頃とされ、以降ロシ
アにおいて日本についての研究がすすめられた。例えば 18 世紀末、大黒屋光太夫ら漂流民がロシ
ア領にたどり着き、皇帝に謁見するためにペテルブルグにいたるまで、各地においてロシア人とか
かわったことが知られている。19 世紀には、捕虜として日本に滞在したゴロヴニン（1776-1831）の
⽝日本幽囚記⽞（1816）が刊行された。中本によれば、⽛ロシア人はこの本のおかげで、他のヨーロッ
パ諸国民よりもずっと早く日本人の生活の真相を知ることができた⽜22）。このように、近代のロシア
では、日本に滞在したり日本人と直接かかわったりしたロシア人が、旅行記やルポルタージュといっ
たかたちでその体験を記すことによって、日本（人）についての情報が知られ、同時に日本人観が
形成され、広まっていったといえるだろう。
では、当のチェーホフはどのようにして日本について知り、日本（人）へのイメージを形成して
いったのか。中本は、チェーホフがゴンチャローフ（1812-1891）の⽝フレガート・パルラダ⽞（1857）
を愛読していたことに注目し、⽛チェーホフは、ゴンチャローフの著作を通して少年期から日本に思
いを馳せ、自らも⽛日本におけるロシア人⽜のひとりになる日を待ち望んでいた⽜23）とする。⽝フレ
ガート・パルラダ⽞は、1853 年から 1854 年にかけて、プチャーチン提督に付き添って来日したゴン
チャローフが記した旅行記であり、そこには当然ながら日本（人）についての描写もある。日本人
についてゴンチャローフは、以前は外国人に対して厳しかった日本人も、時代には勝てずに変化し
たとし、⽛彼らは私たちに対してもきわめて親切であった⽜24）と記している。また、衣服と髪型は目
ざわりとしつつも、⽛そのほかのすべての点では、この民族はヨーロッパ人と比較しなければ、かな
り進歩していて、応対も気楽で気持がよく、また独得の教養はきわめて注目すべきものがある⽜25）と

20）チェーホフ⽝サハリン島⽞244 頁。
21）チェーホフ⽝サハリン島⽞244 頁。
22）中本⽝チェーホフのなかの日本⽞15 頁。
23）中本⽝チェーホフのなかの日本⽞21 頁。
24）イワン・А・ゴンチャローフ（高野明・島田陽訳）⽝ゴンチャローフ日本渡航記⽞講談社学術文庫、2008
年、89 頁。

22 北方人文研究 第 19 号 2026 年⚓月 大谷梨乃 アントン・チェーホフ⽝サハリン島⽞における日本の存在 23



している。一方で旭季彦は、⽛ゴンチャロフの目には概して日本人ことに日本の庶民たちの姿は、醜
いものとしてしか映らなかったようだ⽜26）と指摘している。少なくともゴンチャローフは一行に直
接かかわった、おそらく一定の地位のあった日本人たちに対しては概ね好印象であったようで、こ
れについてはチェーホフも同様であることは、日本領事と書記官とのエピソードからもうかがえる。
以上のことから、⽝サハリン島⽞においてチェーホフは、南部サハリンの⽛領有⽜に関しては日本
人の態度や言動に懐疑的な側面を見せているが、全体として日本（人）に対して肯定的なイメージ
を抱いており、それが記述にも反映されている。特に日本領事館の人々は、チェーホフがサハリン
調査中に実際にかかわった数少ない日本人かつ実名もわかるほどの具体的な人々であり、印象的な
エピソードとなっている。一方で、彼らがいわゆる知識人であったことにも留意しなければならな
い。⽛ヨーロッパ風の教育を受け、洗練されたいんぎんさを身につけている、デリケートな、感じの
よい人たち⽜27）といったイメージは、実際に出会った日本領事館の人々という具体性を持つからこ
そ、強められて汎用化され、日本人全体のイメージになっていく可能性もある。チェーホフは日本
人の一般市民には実際に出会った様子はなく、具体的に記述していない。彼らの存在は不可視化さ
れるか、もしくは⽛アイヌの間にロシヤ人に関する流言蜚語をひろめたり、ロシヤ人を皆殺しにし
てやると大見得を切ったりする⽜28）ような具体化されていない日本人として、これまた日本人全体
のイメージになっていく可能性を秘めている。

⽝サハリン島⽞におけるアイヌ表象と日本人
⽝サハリン島⽞における日本の存在を考える際に、もうひとつ欠かせないのは、先住民とりわけア
イヌの表象である。⽝サハリン島⽞では、ロシア人以外のさまざまな民族についての記述があり、特
に詳細に記述されている先住民はギリヤーク（ニヴフ）とアイヌであるが、チェーホフは彼らの身
体的・文化的特徴を詳述しているほか、衛生環境の悪さや衛生概念の欠如を指摘したり、先住民た
ちの消滅について関心を示したりしている。チェーホフがギリヤークについて、⽛表情には未開人
めいたところは見られない⽜29）としていることを裏返せば、当時は先住民を⽛未開人 декарь⽜とする
認識がごくあたりまえのものであったことが予測される。チェーホフは主に第 14 章でアイヌの身
体的特徴について詳細に述べているほか、アイヌは⽛決して身体を洗わないし、寝る時も服を脱が
ない⽜30）としている。なお、ギリヤークについても⽛決して顔を洗わない⽜⽛下着も洗わない⽜⽛げっ
となるような重苦しい悪臭を放ち、〔……〕不快な、時には堪えられぬほどの匂い⽜31）とし、先住民
の不衛生さを印象づけている。このような先住民の記述にあたっては日本人の描写と同様、チェー
ホフは他人の著書を参考にしつつ、自身が実際に見た印象を記述している。そのうえで、身体的特
徴や外面的な印象のみならず性格や内面から、次のように彼らの行動や現状を分析しようとする傾
向が見られる。
⽝サハリン島⽞においてアイヌは、全体として穏やかな性格の持ち主であることが強調されている。

25）ゴンチャローフ⽝ゴンチャローフ日本渡航記⽞90 頁。
26）旭季彦⽝チェーホフ 日本のあしおと⽞新興出版社、1976 年、273 頁。
27）チェーホフ⽝サハリン島⽞239 頁。
28）チェーホフ⽝サハリン島⽞238 頁。
29）チェーホフ⽝サハリン島⽞170 頁。
30）チェーホフ⽝サハリン島⽞233 頁。
31）チェーホフ⽝サハリン島⽞172 頁。
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⽛彼らは好戦的ではなく、迫害には堪え得ない。したがって彼らを征服して奴隷化したり、駆逐した
りするのは、むずかしいことではなかった⽜32）ために、他民族から追いやられてしまったとする。
よって現在のアイヌは、

その折にも、愛想よく、しかし敗残者のように悲しみをたたえた、病人くさい眼でじっと相手
を見つめる。その姿はまるで、顎ひげが豊かに生え揃ったというのに、いまだに大した出世も
していないのを詫びようとしているかに見える33）。

というのである。また、⽛本物の魔女を見ているような心持になったものだ⽜34）などと悪評していた
アイヌの女性たちについても、彼女たちが⽛異様なほど痩せていて、年寄りじみた表情⽜35）なのは、
⽛長期にわたる放浪のうちに、困窮、労苦、涙の不当な分けまえが、もっぱら女にふりかかったため
とすべきであろう⽜36）とする。また、チェーホフによれば、⽛アイヌは、温和で、控え目で、善良で、
信じやすく、腹蔵がなく、いんぎんで、自分の財産を大切にし、狩猟に関しては勇敢な民族だとい
うのが定評になっている⽜37）ようで、⽛無欲や、正直、信義、気前のよさなどは、彼らのしごく当り
前の性質になっている。彼らは誠実で、偽りには堪えられない⽜38）という。アイヌの性格や行動の
分析については、他人の記述を参照している部分が多いが、いずれにしろチェーホフは、外見と内
面双方についての詳細な記述を試みている。
このようにチェーホフは先住民たちの特徴を詳細に記述しているが、アイヌについての記述にお
いてとりわけ注目すべき点は、日本人（和人）との関係の描かれ方である。アイヌについて、⽛南サ
ハリンの土着民、つまりここの異民族に、君らは何者だとたずねると、種族名も国籍も告げず、た
だ、アイノと答えるだけだ。この言葉は人間という意味である⽜39）と説明したうえで、チェーホフは
アイヌの人口の減少理由について考察している。そのなかで、以下のような記述がある。

ロシヤ人たちが南部サハリンを占めるまで、アイヌは農奴同様の隷属的状態で日本人につかえ
ていたが、彼らがおとなしく、従順で、しかも重要な条件として、食うに困っており、米なし
にはすごせぬ連中だったことによって、彼らの奴隷化はいっそう容易なものとなった40）。

そして 1875 年以降、ロシアが⽛南部サハリンを占めたあと、ロシヤ人は彼らを解放してやり、屈辱
から守ると同時に彼らの内面生活に容喙するのを避けながら、最近まで彼らの自由を保護してき
た⽜41）が、ロシア人は米文化ではなく、日本人がいなくなると漁もできなくなったため、飢えに苦し

32）チェーホフ⽝サハリン島⽞231 頁。
33）チェーホフ⽝サハリン島⽞231 頁。
34）チェーホフ⽝サハリン島⽞233 頁。
35）チェーホフ⽝サハリン島⽞233 頁。
36）チェーホフ⽝サハリン島⽞242 頁。
37）チェーホフ⽝サハリン島⽞233 頁。
38）チェーホフ⽝サハリン島⽞234 頁。
39）チェーホフ⽝サハリン島⽞228 頁。
40）チェーホフ⽝サハリン島⽞229 頁。
41）チェーホフ⽝サハリン島⽞229 頁。
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むようになった。⽛こうして彼らは、日本人に対して嫌悪をいだいているにもかかわらず⽜42）、北海
道に移住するようになったため、サハリンのアイヌの人口が急激に減ったとチェーホフは推測して
いる。
サハリンに赴く前に、チェーホフはアイヌについてどの程度知っており、どこから情報を得てい
たのか。⽝サハリン島⽞においてチェーホフは、⽛アイヌに関する詳細に関しては、シュレンク、ド
ブロトヴォルスキイ、А・ポロンスキイの著書を参照されたい⽜43）とし、他にもドクトル・ローラン
やクルゼンシュテイン、ルダノフスキイなどの名前をあげており、彼らのアイヌに関する記述を参
照したうえでアイヌについて分析していることがうかがえる。また、中本によれば、ロシア使節で
あり根室に来航したアダム・ラクスマン（1766-？）がアイヌについても研究していた44）。ラクスマ
ンは、アイヌ語を知る人がいなかったり、アイヌとの接触が難しかったりしたために、⽛土人⽜につ
いて詳細な記述ができなかったことを断りつつ、その理由について、日本人はラクスマンたちロシ
ア人一行にアイヌを近づかせないようにしており、それはロシア人がアイヌからさまざまなことを
聞こうとするのを恐れてのことである45）としている。また、ロシア人がアイヌに何かを依頼すると
きは、日本人が常にこれを監視していたことも記述している。ラクスマンは、⽛土人は日本人の監視
の下に在りて卑屈心よりして能く言葉さへ交はさず、煙草を與へても取て自ら吸はんとせず、日本
人が之れを彼らに分ら與ふるを待つの状態⽜46）であると指摘する。ラクスマンからすれば、アイヌ
は日本人の監視下にあり、日本人から与えられる存在であったのだ。チェーホフがラクスマンの著
書やその記述を目にしたかは定かではないが、アイヌに対する日本人（和人）の支配はすでに 18 世
紀からロシア文学に記録されていた。アイヌに関するいくつかの記述を参照したチェーホフにもア
イヌや彼らと日本人（和人）との関係のイメージは引き継がれ、チェーホフが実際に当地で見聞き
したものと融合させたうえで、⽝サハリン島⽞に記されたと考えられる。
こういった経緯をふまえても、⽝サハリン島⽞ではたしかに、日本人（和人）がアイヌに対して支
配的であるように記述され、ともすれば日本は悪であるというイメージが形成される可能性がある。
それに対してロシア人はアイヌを⽛保護⽜し⽛解放⽜しようとしてきたため、ロシアは善であると
いうイメージも付随する。しかしながら、アイヌの北海道への移住についての先述の場面を再考す
ると、サハリン南部において日本人に隷属していた⽛土着民⽜アイヌは、ロシア人が全島を手に入
れてからは⽛解放⽜されたものの、日本支配下で培われたこれまでの食文化の影響で、日本領であ
る北海道に移住せざるをえなかった、とチェーホフは考えていることがわかる。全体として、アイ
ヌは日本の支配下にあり、南サハリンがロシア領になったあとに⽛解放⽜されたが、実際は日本の
支配から逃れられなかったという主張が垣間見える。アイヌが食文化のために北海道に移住せざる
をえなかったという記述によって、植民地における帝国の支配の根深さや複雑さをチェーホフは指
摘していたのではないだろうか。
さらに⽝サハリン島⽞からは、アイヌに対して支配的であるのは日本だけではないという側面や、
ロシアによる支配もしくはロシアを含めた植民地主義に対しての懐疑も垣間見ることができる。例

42）チェーホフ⽝サハリン島⽞230 頁。
43）チェーホフ⽝サハリン島⽞232 頁。
44）中本⽝チェーホフのなかの日本⽞14 頁。
45）播磨楢吉訳注⽛露国最初の遣日使節アダム・ラクスマン日誌⽜⽝史學雑誌⽞第 34 巻第⚒号付録、私製、
13-14 頁。

46）播磨⽛露国最初の遣日使節アダム・ラクスマン日誌⽜14 頁。
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えば、ロシア領サハリンに残ったアイヌ人代表の一行がコルサコフ監視所に来て、仕事を与えるか、
またはジャガイモの種と耕作方法を教えるように頼んだが、結局その約束は実現されず、アイヌは
飢える一方であったという記述がある。また、前世紀の千島アイヌをロシアに帰化させようとした
ロシア人が、アイヌたちをひどく鞭打ち、死体を残虐に扱ったというエピソードも挿入されている。
アイヌに対して支配的であるのは日本人だけではなく、サハリンもしくはクリルが領有されていく、
ひいては植民地化されていく過程で、ロシア人も彼らに対して支配的であった。⽛アジヤからはモ
ンゴル人に追いだされ、日本とマツマイからは日本人にしめだされ、サハリンに来ればギリヤーク
人がタライカより先には行かせてくれず、千島列島ではコサックたちに出くわすという按配で、
〔……〕行き場のない状態におちいってしまった⽜47）アイヌだが、一方でサハリンのギリヤークを圧
迫し、結果としてギリヤークを大陸に移動させた。ただしこれも⽛日本人に圧迫されて日本から移っ
てきた⽜48）アイヌであった。
また、⽝サハリン島⽞ではサハリンにおけるロシア人とギリヤークの関係性も描かれている。ギリ
ヤーク人は農業を悪と見なしているが、⽛ロシヤ人に教えられたパンは、御馳走として喜んで食べ⽜49）

ている。これは、アイヌが⽛米なしにはすごせぬ連中だった⽜ことと類似するのではないだろうか。
また、⽛彼ら（ギリヤーク人）をロシヤ化する試み⽜として、コノノーウィチ長官とのエピソードが
ある。チェーホフはそれについて、以下のように記述している。

コノノーウィチ長官は、サハリンのギリヤーク人をロシヤ化したいものだと、わたしに語った。
何のためにそんなことが必要なのかは、わからない。もっとも、ロシヤ化がはじまったのは、
長官の赴任よりずっと前のことである。〔……〕コノノーウィチ長官はギリヤーク人を看守と
して雇うように命じた。命令の一つにうたわれている通り、これは、土地勘のある人間がきわ
めて必要であったことや、土地の行政当局と異民族との関係をスムースにすることを考慮に入
れて行なわれた措置であるが、話の折りに彼がわたしに語ったところでは、この新制度もやは
りロシヤ化を目的としているそうである50）。

チェーホフによれば、このようにしても今のところ⽛ロシヤ化⽜はできておらず、⽛もし、どうして
もロシヤ化する必要があり、それなしには済まされぬ、というのであれば、そのための手段を選ぶ
にあたって、まず何よりも先に、われわれの要求ではなく、彼らの要求を念頭におかなければなら
ぬ、と思う⽜51）としている。帝国主義や植民地化を強く糾弾したり、具体的な方策を提示したりする
には至っていないが、いずれにしろチェーホフは、サハリンという植民地における帝国と先住民の
関係性やその複雑さについて、かなり意識的であったといえるだろう。

サハリン文学における⽝サハリン島⽞の影響
ここまで、⽝サハリン島⽞における日本人やアイヌの表象や、日本人（和人）とアイヌの関係性の
描写を論じてきた。サハリン領有をめぐっては日本（人）に対して懐疑的ではあるが、チェーホフ

47）チェーホフ⽝サハリン島⽞231 頁。
48）チェーホフ⽝サハリン島⽞181 頁。
49）チェーホフ⽝サハリン島⽞171 頁。
50）チェーホフ⽝サハリン島⽞178 頁。
51）チェーホフ⽝サハリン島⽞179 頁。

26 北方人文研究 第 19 号 2026 年⚓月 大谷梨乃 アントン・チェーホフ⽝サハリン島⽞における日本の存在 27



は概ね日本人に対して良い印象を抱いている。一方で⽝サハリン島⽞では、アイヌに対する日本人
（和人）の支配的側面も記述されていることを示した。では、これらは後のサハリン文学に影響を与
えたのだろうか。先述したとおり、とりわけ監獄・流刑のイメージは後の作品にも大きな影響を与
えたといえるが、サハリンにおける日本人のイメージや、日本人（和人）とアイヌの関係性の描か
れ方については、どのような影響関係が見られるだろうか。以下では、サハリンを舞台にしたいく
つかのロシア・ソ連の小説での、日本人とアイヌをはじめとした先住民、彼らの関係性の描写の例
をいくつか提示する。詳細についてはそれぞれの作品をより緻密に分析する必要があるが、ここで
は表象や描写の傾向を例示して、⽝サハリン島⽞との影響関係を探ることとする。
まず、日本人表象として代表的なものは、残忍で狡猾な⽛サムライ⽜である。これは従来の西洋
の日本人イメージに加え、日露戦争（1905）と日ソ戦争（1945）においてサハリン・樺太が戦場と
なったことも影響しているだろう。日露戦争時の樺太の戦いを描いたヴァレンチン・ピークリ⽝徒
刑⽞（1987）では、サハリンに侵攻した日本兵たちが、住民を残酷に拷問したり皆殺しにしたりする
恐ろしい存在として印象づけられていく。また、日ソ戦争時の樺太の戦いを描いたワシーリー・ユ
クセルン⽝アタマーヌィチ⽞（1966）でも、⽛サムライはファシストよりも悪い⽜52）とされ、停戦交渉
と見せかけて呼び出したソ連兵を尋問し情報を聞き出すという狡猾な様子が描かれる。さらに、⽛サ
ムライ⽜に位置づけられるのは軍人だけではない。オレシ・ドンチェンコ⽝カラフト⽞（1940）では、
日本人警察署長クロヌマや日本人研究者アユカワなど権威のある人物は、基本的にソ連側のヴォ
ロージャらに敵対する悪人とされる。越野によれば、1930 年代頃のサハリン関連の文学作品に現れ
る日本人は、サハリンに悪影響を及ぼした侵略者（とりわけ当時の状況から石油事業関係者）とし
て描かれることが多く、日本人は本来そこにいるべき住民ではなく、政治的には敵対者、文化的に
は異質な他者の役割を与えられるのである53）。ただし、すべての日本人が⽛サムライ⽜なのではな
く、一般市民とりわけ労働者や女性などは、むしろ同情すべき存在として描かれる。例えば、⽝カラ
フト⽞にて、主人公ヴォロージャが逃亡の途中で働くことになったスパイ船にて出会う労働者カタ
クラは、結核と思われる病気を患いながらも、着の身着のままで糊口をしのぐように働いており、
同情されるべき存在として描かれている。また、日ソ戦争後のサハリンにおけるロシア人と日本人
の混住期を描いた作品では、直に接した日本人を個として描く傾向が見られた54）。ゲンナジー・マ
シュキン⽝青い海、白い船⽞（1965）では、日本人と深くかかわるようになった主人公ゲルカが、⽛日
本人だって、わるい人ばかりではない⽜55）と考えるようになる場面が描かれる。ただし、このような
⽛罪のない⽜⽛同情すべき⽜⽛個としての⽜日本人表象も、⽛サムライ⽜同様にステレオタイプ化され
たものであることには留意が必要である。
日本人と先住民の関係性の描写については、日本人の支配的な側面が強調されるようになった。
例えば、ウラジーミル・カントロヴィチの小説⽝ニヴフのコヴゲンの幼年時代⽞（1937）では、ニヴ
フをはじめて見た日本人が、次のように描かれている。⽛彼（筆者注：日本人）は無遠慮に猟師（筆
者注：ニヴフ）を揺さぶり、毛皮の膝あてや若いアザラシの皮から作られたスカートを触り、彼ら

52）Юксерн В.С. Атаманыч. М., 1966. С.6.
53）越野⽛二〇世紀ロシア文学におけるサハリン島⽜134 頁。
54）⽝青い海、白い船⽞については、以下の拙稿も参照されたい。
大谷梨乃⽛子どもたちの戦争：文学作品に描かれる戦後南サハリンの共住生活⽜⽝研究論集⽞24 号、2025
年、97-114 頁。

55）ゲンナジー・マシキン（袋一平訳）⽝青い海・白い船⽞あかね書房、1968 年、130 頁。
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の弁髪を引っ張り、心ゆくまで〈原住民〉をからかった⽜56）。また、⽝カラフト⽞では、主人公の青年
と出会ったアイヌの男性が、⽛リスを捕ったら、日本人は毛皮を取り上げる。熊を捕ったら、日本人
にやれ。たくさんの日本人が来て、ひどく殴った。日本人が女を連れ去った……⽜57）とひたすらに
訴えている。こういった描写によって、日本人（和人）がニヴフやアイヌを虐げてきたという印象
が強まると同時に、ロシア（ソ連）は日本の支配から先住民らを⽛解放⽜し、彼らを虐げることな
く⽛保護⽜するといった認識が形成されていく。20 世紀に入り、とりわけソ連体制下において、サ
ハリンも含む極東が社会主義のフロンティアとされていくなかで、越野によればそこに暮らしてき
た先住民たちは⽛封建制・資本主義を経ないで直接に社会主義に至るものとしばしば期待された⽜58）。
こういった経緯とも相まって、先住民らの表象や日本人との関係性についての記述は、文学作品に
おいてより都合よく利用されるようになっていったのではないか。また、⽝サハリン島⽞の記述もロ
シア（ソ連）に都合のよいように解釈され、日本人（和人）がアイヌを虐げてきたという側面だけ
が継承された可能性も否定できない。
一方で近年、日本による支配とロシア（ソ連）による解放といった構図に収まらない作品が発表
された。リュボーフィ・ベズバフの⽝夜雨のささやき⽞（2021）は、日本領樺太時代を描いた連作短
編集であるが、これらの作品では日本人（和人）のみならず、アイヌやそのルーツをもつ人々、朝
鮮人労働者も主要な登場人物となっている59）。さらに彼らは、従来の作品でそうであったような、
ロシア・ソ連の⽛正当性⽜や善を示すための存在ではない。また、いくつかの短編の主人公となる
アイヌたちについても、ベズバフは主体的な描き方をしている。例えば、⚒編目の⽛夜雨のささや
き⽜で、コタンの長老であるシリコロは、日本人探検家であるシマについて、長老の娘の結婚相手
としてはふさわしくないと考える。アイヌにとっては、⽛ロシア人の秩序も日本人の秩序も不満足
なものだった⽜60）のであり、自分たちの地で自分たちの生活を営み、日本政府の政策によってそれが
不可能になると、自らどこかへ移った。シリコロの娘であるトゥレシュマットは、全編を通して重
要な登場人物の一人であり、日本人の商人からひどい目に遭いながらも、シマと家庭を営んでいく
様子が描かれる。ロシア人や日本人だけでなく、先住民やコリアンをも物語の主人公に据え、彼ら
に⽛主体性⽜を付随させる描き方は、ベズバフ自身や現代文学の特徴の一つであると同時に、ロシ
ア文学において樺太を描く際の新しい潮流である。同時に、このような潮流の現れによって、チェー
ホフが⽝サハリン島⽞において、サハリンが帝国の植民地であることに意識的だったことや、日本
の支配からロシアが先住民らを解放するといった単純な問題ではないと理解していたことも、現代
において再び意味を持ち始めているのではないだろうか。
なお、これらの傾向は、先住民を描く際のみならず、サハリンのコリアンを描く際にも見られる。
まず、日本の支配からロシア（ソ連）が解放するということに関して例をあげると、アナトーリイ・
キムの短編小説⽛サハリンの放浪者⽜（1976）には、⽛そのとき戦争がはじまって、この戦争は束の

56）Канторович В.Я. Детство нивха ковгэна / / Сахалинская повесть. М, 1971. С.36.
57）Донченко О. Карафуто. Ки ï в, 1958. С.155.
58）越野⽛二〇世紀ロシア文学におけるサハリン島⽜134 頁。
59）⽝夜雨のささやき⽞については、以下の拙稿も参照されたい。
大谷梨乃⽛リュボーフィ・ベズバフ⽝夜雨のささやき⽞（2021）⽜⽝北方人文研究⽞第 18 号、2025 年、241-
246 頁。

60）Безбах Л. Шёпот ночного дождя. / / Шёпот ночного дождя. Издательские решения. По лицензии
Ridero, 2024. С.33.
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間のものだったが、〔……〕日本当局は俺たちに対する支配を終え、そして俺たちは自由になっ
た⽑⽜61）と語るコリアンが登場する。この小説はこのような先住民やコリアンの描かれ方によって、
日本人側が悪に、ロシア人側が善に位置づけられていくことは言うまでもないが、さらに、直接も
しくは間接的にロシア・ソ連による救済すなわち日本の支配からの⽛解放⽜がイメージづけられる。
一方、ベズバフの作品では、日本の支配からロシア（ソ連）が解放するとは限らないということが
明示もしくは暗示される。例えば、樺太の炭鉱における朝鮮人たちの過酷な労働を描いた⽛黒いあ
な⽜では、日本人の上官や警官の残忍さやそれに対する朝鮮人労働者たちの憎悪や怒りはふんだん
に描かれているが、1945 年の樺太戦の最中にソ連の爆撃機を見た際、⽛ロシア人が解放してくれ
る⽑⽜と期待する朝鮮人労働者に対して、また別の朝鮮人労働者が、⽛誰がそんなことを言った？俺
たちは日本人のために働いていたんだ⽑手あたり次第みんなを撃ち殺すさ⽜62）と言う。ロシア人が
やってきたとしても、朝鮮人たちは日本人と区別されずに殺されるかもしれないし、解放される保
証はないと考えている朝鮮人が描かれているのである。また、主人公シン・ギ・チェルは、収容所
にて名前を尋ねられたのち、ソ連兵にロシア風の名前を与えられる。彼は名前を通してロシア（ソ
連）の枠組みに当てはめられたのである。樺太戦の結果、日本の支配や過酷な労働からは⽛ロシア
人が解放してくれた⽜ものの、ギたち朝鮮人が戦後あらたな支配体制のなかに組み込まれていくこ
とが暗示されている場面である。
⽝サハリン島⽞における日本というテーマを考える際に、先住民とりわけアイヌの存在を無視でき
ないことは先に述べた。アイヌがどのように描かれているか、日本人（和人）とアイヌとの関係が
どのように描かれているかを明らかにすることで、ロシアから見た日本人（和人）や日本社会の印
象も明らかにすることができるはずである。⽝サハリン島⽞にもアイヌについての記述があり、アイ
ヌが日本人（和人）たちに⽛隷属的状態でつかえていた⽜ことが書かれていたが、これは日本人（和
人）による先住民アイヌの奴隷化とロシアによる解放という文脈が表裏一体であることによって、
ロシア人側が善、日本人側が悪といった印象を強めることにつながることは先に指摘したとおりで
ある。⽝サハリン島⽞にいたっては、あくまでこういった奴隷的な支配は過去もしくは移住先の北海
道でのことであり、チェーホフが滞在する現在のサハリンで出会う日本人は基本的に友好的で好印
象な人々として描かれている。また、ニヴフやアイヌに対して支配的であったのは日本（人）だけ
ではなく、ロシア（人）も同様であることが記述されていたり、サハリンがロシア領になっても日
本の支配から逃れられるわけではなかったことも示されていたりするなど、必ずしも日本による支
配とロシアによる解放が表裏一体であるわけではなかったが、後の作品において、先住民らに対し
て支配的な日本（人）は悪であり、彼らを解放するロシア（人）は善であるという印象が強められ
ていったのである。

おわりに
本稿では、チェーホフの⽝サハリン島⽞における日本や日本人の描かれ方について、これまでの
論考も参照しつつ再考し、日本人（和人）とアイヌの関係といった視点も加えて論じてきた。チェー
ホフの⽝サハリン島⽞における日本や日本人の描かれ方に特徴的な点として、サハリンをめぐる日
本や日本人の態度についてチェーホフは疑問を抱いているものの、概ね好印象であり、とりわけ

61）Ким А.А. Бродяги Сахалина / / Будем кроткими как дети ( сборник) . М., 1991. С.17.
62）Безбах Л. Чёрная пасть. / / Шёпот ночного дождя. С.144.
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チェーホフが直に接した日本人については、非常に良い印象で記述されていることがあげられる。
一方で、日本人（和人）がアイヌを支配下に置き、彼らを⽛奴隷化⽜してきたことも書かれており、
この記述はともすれば日本人に悪いイメージを付与するだろう。チェーホフはサハリンが帝国の植
民地であることに意識的であり、日本（人）のみならずロシア（人）も支配的側面を有しているこ
とを記していたが、後の作品では、日本による支配とロシア（ソ連）による解放といった側面が強
められた。⽝サハリン島⽞において、サハリンの領土をめぐる問題や先住民との関係については、日
本や日本人は悪印象を抱かせるようにも描かれており、そのイメージを強化するために後の作品に
おいて、⽝サハリン島⽞の記述や描写が意図的もしくは非意図的に利用された可能性も高い。
サハリンの南部が日本領となるのは、チェーホフが来島してから 15 年後、⽝サハリン島⽞の発表
から 10 年後の 1905 年のことであり、チェーホフはその前年である 1904 年に没している。そこか
ら 40 年、南サハリンは日本領樺太としての歴史を歩むこととなる。一方でロシアは帝政ロシアか
らソ連へと体制の変化を遂げるなかで、サハリンを含む極東を社会主義のフロンティアとして位置
づけるようになっていく。その過程のなかで、サハリンにおける日本の存在は絶えず注視されてき
た。さらに 1945 年以降、再びロシア（当時ソ連）が全島を領土にしたあとも、日本の存在や樺太の
遺産、すなわち島における日本の記憶は文学作品上に現れ続けた。その傾向はここ近年においても
変わらず、むしろ強まっているといえる。これらの作品やテーマについては稿を改めて論じる必要
があるが、ロシアから見たサハリン・樺太という文脈において、日本の存在はどの時代においても
意識されてきたのであり、そこに暮らす日本人はまなざしを向けられてきたのである。日本や日本
人に関する描写は、作者が実際に接するなかで生まれたものであると同時に、他の文学作品や他者
からの伝聞などによってあらかじめ形成されていた日本のイメージや日本人観の影響を大いに受け
ている可能性が高く、場合によっては、作者のなかにある日本（人）のイメージが、目の前の日本
人を表象することもある。
では、サハリン・樺太を描いた文学作品における日本や日本人の表象に独自性はあるのだろうか。
ロシア文学において、サハリンや樺太を舞台にしていなくとも、日本や日本人を描いた作品はある
程度存在するが、そこに描かれる日本や日本人の表象との差異はあるのだろうか。これらの問いに
ついても、サハリンや樺太を舞台にしたロシア・ソ連の文学に描かれる日本や日本人についてひと
とおり分析したうえであらためて論じる必要があるために、本稿で明確な答えを導き出すことはで
きないが、結局は⽛サハリンは誰のものか⽜という問題に帰結するのではないだろうか。これまで
も述べてきたように、近代、サハリン島は日本とロシアがその領土をめぐって争い、ときに日本領
となり、ときにロシア（ソ連）領となり、南北で分かれていたこともあった。日本や日本人はサハ
リンという土地をめぐる⽛相手⽜なのであり、常にその領土をめぐって意識されてきた。だからこ
そ、先住民への支配などを通して悪印象を与えられる一方で、実際に直接かかわったときには好印
象に、友好的に描かれてきたのではないだろうか。本稿で見てきたように、これはチェーホフがサ
ハリン島に赴いたときからすでに見られていた傾向であり、それが⽝サハリン島⽞にも現れている。
そのようなサハリンをめぐる⽛相手⽜であるという日本や日本人のイメージが、⽝サハリン島⽞以降
のサハリン文学にも継承され、実態と照らし合わされながら、強化されていったと考えられるだろ
う。そして、チェーホフが 19 世紀末の時点ですでに意識的であったサハリンの植民地性に関して
は、主に 20 世紀に入ってから、日本による支配に対してロシア（ソ連）による解放といった表裏一
体の認識が強められた。この認識は文学作品に現れるのみならず、⽝サハリン島⽞を含めた過去もし
くは同時代の文学作品の読まれ方、ひいてはイメージの形成にも影響し、文学作品に現れ続けてき
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たのである。⽝サハリン島⽞に現れる日本という要素は、サハリンのイメージ形成において、監獄や
流刑といった要素ほど直接的な影響を与えなかったかもしれないが、作品が執筆された時代や受容
された時代の社会情勢の影響を強く受けてきたといえるだろう。これについては、日本（人）とい
う枠組みのもつ複雑さや、その枠組みが正当であるかもふまえながら、今後さらに検討をすすめたい。

書誌

一次文献
⑴ ⽝サハリン島⽞
Чехов А.П. Остров Сахалин: 1891- 1894; Из Сибири: 1890 / / Полное собрание сочинений и писем

А.П. Чехова. Т.10. М., 1948.

チェーホフ⽝サハリン島⽞原卓也訳、中央公論新社、2009 年。

⑵ その他
Безбах Л. Шёпот ночного дождя. Издательские решения. По лицензии Ridero, 2024.

Донченко О. Карафуто. Ки ï в, 1958.

Канторович В.Я. Детство нивха ковгэна // Сахалинская повесть. М, 1971. С.23- 64.

Ким А.А. Бродяги Сахалина / / Будем кроткими как дети ( сборник) . М., 1991. С.13- 24.

Юксерн В.С. Атаманыч. М., 1966.

ゲンナジー・マシキン（袋一平訳）⽝青い海・白い船⽞あかね書房、1968 年。

二次文献
Горницкая Л.И, Ларионова М.Ч. Место, которого нет… Острова в русской литературе. Ростов- на-

Дону. Издательство ЮНЦ РАН, 2013.

Иконникова Е.А. и др. Литература Сахалина и Курильских островов. Южно-Сахалинск. Издательство

СахГУ, 2014.

秋月俊幸⽝日露関係とサハリン島─幕末明治初年の領土問題⽞筑摩書房、1994 年。
旭季彦⽝チェーホフ 日本のあしおと⽞新興出版社、1976 年。
天野尚樹⽛サハリン流刑植民地のイメージと実態─偏見と適応─⽜⽝境界研究⽞⚑巻、2010 年、
113-144 頁。

伊藤一哉⽝ロシア人の見た幕末日本⽞吉川弘文館、2009 年。
イワン・А・ゴンチャローフ（高野明・島田陽訳）⽝ゴンチャローフ日本渡航記⽞講談社学術文庫、
2008 年。

浦雅春⽝チェーホフ⽞岩波新書、2004 年。
大谷梨乃⽛エドゥアルド・ヴェルキン⽝サハリン島⽞におけるサハリンの表象⽜⽝研究論集⽞23 号、
2024 年、187-210 頁。

大谷梨乃⽛子どもたちの戦争：文学作品に描かれる戦後南サハリンの共住生活⽜⽝研究論集⽞24 号、
2025 年、97-114 頁。

大谷梨乃⽛リュボーフィ・ベズバフ⽝夜雨のささやき⽞（2021）⽜⽝北方人文研究⽞第 18 号、2025 年、
241-246 頁。

32 北方人文研究 第 19 号 2026 年⚓月 大谷梨乃 アントン・チェーホフ⽝サハリン島⽞における日本の存在 33



木崎良平⽝光太夫とラクスマン 幕末日露交渉史の一側面⽞刀水書房、1992 年。
越野剛⽛二〇世紀ロシア文学におけるサハリン島⽜（原暉之編⽝日露戦争とサハリン島⽞所収）、北
海道大学出版会、2011 年、129-155 頁。

テッサ・モーリス＝鈴木（大川正彦訳）⽝辺境から眺める アイヌが経験する近代⽞みすず書房、2022
年。

中西昭雄⽝シベリア文学論序説⽞寒灯舎、2010 年。
中本信幸⽝チェーホフのなかの日本⽞大和書房、1981 年。
中山大将⽝国境は誰のためにある？─境界地域サハリン・樺太─⽞清水書院、2019 年。
沼野充義⽝チェーホフ─七分の絶望と三分の希望─⽞、講談社、2016 年。
播磨楢吉訳注⽛露国最初の遣日使節アダム・ラクスマン日誌⽜⽝史學雑誌⽞第 34 巻第⚒号付録、私
製。

望月恒子⽛チェーホフと旅へ─十九世紀末のサハリン⽜（北村清彦編著⽝北方を旅する─人文学
でめぐる九日間⽞所収）北海道大学出版会、2010 年、1-30 頁。

※本文中において直接言及のないものも含む。

The Presence of Japan in Anton Chekhov “Sakhalin Island”

Rino OTANI
(Graduate School of Humanities and Human Sciences, Hokkaido University)

This paper aims to clarify how Japan and the Japanese are depicted in Anton Chekhovʼs
“Sakhalin Island” (1895). In “Sakhalin Island”, Chekhov questions the Japanese attitude regarding
the sovereignty of Sakhalin. However, when describing the Japanese he actually interacted with, he
emphasizes positive impressions and friendly encounters. Furthermore, it focuses on the
relationship between the Japanese (Wajin) and the Ainu, examining imperialism and colonialism on
Sakhalin. Chekhov went to Sakhalin with preconceived impressions formed from his research about
the Japanese (Wajin), the Ainu, and their relationships, and wrote “Sakhalin Island” by synthesizing
his research with his experiences on the island. Prior to “Sakhalin Island”, literary works often
adhered to fixed negative images among the islandʼs diverse inhabitants. However, in literary
works following “Sakhalin Island” the image of Japanese military personnel and civilians changed,
and the “liberation” from Japanese rule by Russia became emphasized.
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